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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
－
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
７
９
８
Ｂ

【
作
者
名
】

　
Ｊ
ａ
ｃ
ｋ
－
Ｌ
ｉ
ｏ
ｎ

【
あ
ら
す
じ
】

　
１
２
月
３
１
日
、
新
年
を
迎
え
る
直
前
の
極
東
共
和
国
首
都
に
緊
急
事
態
が

発
生
。
化
け
モ
ノ
と
化
し
た
者
達
と
、
生
き
残
り
達
の
壮
絶
な
る
戦
い
。
果
た

し
て
、
彼
は
生
き
残
れ
る
の
か
―
？
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序
章
：
首
都
、
崩
壊
。

発
：
極
東
共
和
国
統
合
司
令
部

宛
：
共
和
国
政
府
機
関
各
位

昨
日
午
後
九
時
二
十
八
分
、
共
和
国
陸
軍
生
物
研
究
所
よ
り
実
験
体
が
奪
わ
れ

た
と
の
通
報
有
り
。

国
家
警
察
隊
に
出
動
要
請
が
下
さ
れ
る
も
、
都
内
に
て
生
物
兵
器
を
使
用
さ
れ

た
痕
跡
を
発
見
。

生
物
兵
器
に
よ
る
被
害
拡
大
を
阻
止
す
べ
く
、
都
内
全
域
に
非
常
事
態
宣
言
を

発
令
し
完
全
封
鎖
す
る
も
の
と
す
る
。

尚
、
こ
の
事
態
に
よ
り
政
府
中
枢
部
は
そ
の
権
限
を
凍
結
。
以
降
の
指
揮
は
臨

時
政
府
が
執
る
事
。

以
上
、
極
東
共
和
国
大
統
領
　
神
谷
豊

―
―
１
２
月
３
１
日
　
午
後
２
３
時
５
０
分
　
２
３
番
街
―
―

『
車
両
を
盾
に
戦
闘
用
意
っ
！
！
　
い
い
か
、
絶
対
に
奴
等
を
こ
の
先
へ
進
ま

せ
る
な
っ
！
！
』

雪
が
降
り
積
も
り
、
凍
え
そ
う
な
闇
夜
の
中
を
大
勢
の
警
察
官
が
汗
だ
く
に
な

っ
て
走
り
回
っ
て
い
た
。

首
都
へ
と
通
じ
る
大
通
り
を
、
警
察
車
両
が
塞
ぐ
よ
う
に
止
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
に
彼
、
『
黒
木
　
昇
』
巡
査
の
姿
も
あ
っ
た
。

支
給
さ
れ
た
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
拳
銃
―
ベ
レ
ッ
タ
　
９
２
Ｆ
Ｓ
―
の
安
全
装
置

を
解
除
し
、
車
を
盾
に
構
え
た
。

そ
の
照
準
の
先
は
、
闇
夜
。
何
者
の
姿
も
無
か
っ
た
。
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雪
だ
け
が
降
り
注
ぎ
、
辺
り
は
静
寂
に
包
ま
れ
た
。

誰
か
が
喉
を
鳴
ら
す
音
が
聞
こ
え
る
。

こ
の
ま
ま
時
が
過
ぎ
れ
ば
良
い
。
し
か
し
、
黒
木
の
思
い
は
直
に
裏
切
ら
れ
る

事
と
な
っ
た
。

ザ
ク
、
ザ
ク
と
い
う
大
勢
の
足
音
が
聞
こ
え
、
指
揮
官
の
怒
声
が
闇
夜
に
響
い

た
。

『
構
え
ろ
っ
！
！
撃
て
ぇ
ー
！
！
』

黒
木
は
、
一
心
不
乱
に
引
き
金
を
引
い
た
。

銃
声
が
何
百
と
発
せ
ら
れ
、
ラ
イ
ト
か
ら
照
ら
さ
れ
る
”
奴
等
”
の
姿
が
浮
き

彫
り
に
さ
れ
る
。

虚
ろ
な
目
を
し
、
ふ
ら
ふ
ら
と
こ
っ
ち
に
向
か
っ
て
く
る
何
千
と
も
見
れ
る
群

集
。

そ
れ
が
、
”
奴
等
”
の
姿
だ
っ
た
。

「
ク
ソ
ッ
！
　
撃
っ
て
も
撃
っ
て
も
切
が
無
い
！
」

「
駄
目
だ
っ
！
　
弾
が
切
れ
た
っ
！
　
誰
か
弾
倉
を
く
れ
！
」

「
う
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
　
い
や
だ
、
助
け
て
く
れ
ぇ
！
」

辺
り
一
面
に
悲
鳴
と
怒
声
が
響
き
渡
る
。

黒
木
は
慣
れ
な
い
手
付
き
で
弾
倉
を
交
換
し
、
装
填
す
る
。

そ
し
て
、
眼
の
前
に
迫
っ
て
き
た
”
奴
等
”
に
向
か
っ
て
発
砲
し
よ
う
と
し
た

瞬
間
、
後
ろ
か
ら
掴
ま
れ
た
。

「
ど
う
し
た
！
？
」

彼
が
最
期
に
目
に
し
た
の
は
、
腸
を
喰
い
ち
ぎ
ら
れ
、
血
だ
ら
け
の
姿
に
な
っ
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て
襲
い
掛
か
っ
て
く
る
指
揮
官
の
姿
だ
っ
た
。

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
－
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
　
序
章
　
『
首
都
、
崩
壊
』

―
―
１
月
１
日
　
午
前
４
時
０
０
分
　
東
海
区
共
和
国
陸
軍
駐
屯
地
―
―

『
僧
院
に
告
ぐ
。
第
一
級
非
常
事
態
宣
言
発
令
。
繰
り
返
す
、
第
一
級
非
常
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
。
全
職
員
は
指
定
さ
れ
た
場
所
に
て
、
指
示
が
あ
る
ま

で
待
機
せ
よ
。
繰
り
返
す
―
―
』

「
非
常
事
態
宣
言
？
　
一
体
、
何
が
起
こ
っ
た
ん
だ
？
」

ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
で
着
替
え
て
い
た
俺
の
耳
に
突
然
、
非
常
事
態
を
知
ら
せ
る

放
送
が
耳
に
入
っ
た
。

た
だ
で
さ
え
正
月
勤
務
で
つ
い
て
な
い
っ
て
の
に
・
・
・
・
・
・
な
ん
て
こ
っ

た
。
ど
う
や
ら
、
今
年
は
最
低
の
年
明
け
に
な
り
そ
う
だ
。

「
怜
っ
！
　
一
体
、
何
が
起
こ
っ
た
の
か
知
っ
て
る
か
？
」

ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
へ
騒
々
し
く
一
人
の
男
が
入
っ
て
き
た
。

そ
の
姿
は
、
寝
起
き
ら
し
く
素
足
だ
。
冷
た
く
な
い
の
か
？
こ
の
男
は
。

「
・
・
・
・
・
・
章
吾
、
ま
さ
か
お
前
今
ま
で
寝
て
た
の
か
？
」

「
う
っ
せ
、
正
月
く
ら
い
ゆ
っ
く
り
寝
て
た
っ
て
罰
は
当
た
ら
ね
ぇ
よ
。
　
で
、

一
体
何
が
起
こ
っ
た
ん
だ
？
」
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「
さ
ぁ
ね
？
　
俺
も
今
聞
い
た
所
だ
。
　
取
り
合
え
ず
、
俺
達
は
指
揮
所
へ
向

か
お
う
」

「
・
・
・
・
・
・
俺
、
ま
だ
着
替
え
て
な
い
か
ら
待
っ
て
て
く
れ
な
い
？
」

「
即
効
で
着
替
え
ろ
！
」

―
―
駐
屯
地
　
作
戦
指
揮
所
―
―

部
屋
に
足
を
踏
み
入
れ
た
と
き
、
そ
の
騒
々
し
さ
に
気
を
取
ら
れ
た
。

怒
声
が
飛
び
交
い
、
書
類
用
紙
が
錯
乱
し
て
い
る
の
に
も
関
ら
ず
誰
も
気
に
止

め
よ
う
と
は
し
な
い
。

い
つ
も
な
ら
、
書
類
落
と
し
た
だ
け
で
怒
声
が
飛
ん
で
く
る
場
所
で
だ
。

「
鏑
木
、
河
内
来
た
か
」

部
屋
の
奥
か
ら
士
官
服
に
身
を
包
ん
だ
屈
強
そ
う
な
男
が
現
れ
た
。

こ
の
人
の
名
は
、
『
竹
内
　
徹
』
大
佐
。
こ
の
駐
屯
地
司
令
で
あ
り
、
俺
達
直

属
の
上
司
で
も
あ
る
。

「
大
佐
、
第
一
級
非
常
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
っ
て
マ
ジ
で
す
か
！
？
」

「
章
吾
、
せ
め
て
敬
礼
く
ら
い
し
ろ
よ
」

「
い
や
、
構
わ
な
い
。
見
て
の
通
り
非
常
事
態
で
な
。
一
秒
で
も
惜
し
い
。
」

敬
礼
も
し
な
い
章
吾
を
嗜
め
る
が
、
大
佐
は
そ
れ
を
気
に
せ
ず
に
俺
達
を
ひ
と

つ
の
机
へ
と
呼
ん
だ
。

机
の
上
に
は
一
台
の
モ
ニ
タ
ー
が
置
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
静
止
画
状
態
で
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大
通
り
が
映
さ
れ
て
い
た
。

「
こ
れ
は
、
午
後
１
１
時
の
２
３
番
街
に
設
置
さ
れ
た
監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
だ
。

再
生
す
る
ぞ
？
」

大
佐
が
再
生
ボ
タ
ン
を
押
す
と
同
時
に
、
画
面
全
体
に
警
察
車
両
が
止
め
ら
れ

た
。

セ
ダ
ン
タ
イ
プ
の
パ
ト
カ
ー
、
バ
ン
タ
イ
プ
の
パ
ト
カ
ー
か
ら
大
勢
の
武
装
し

た
警
察
官
が
駆
け
下
り
、
盾
や
拳
銃
、
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
を
構
え
る
。

「
何
が
起
こ
っ
た
ん
で
す
？
」

「
昨
日
、
午
前
９
時
頃
に
陸
軍
研
究
所
か
ら
実
験
中
の
生
物
兵
器
が
奪
わ
れ
た

ら
し
い
。
そ
の
兵
器
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
検
討
は
つ
く
」

「
ど
う
し
て
で
す
？
詳
細
は
分
か
ら
な
い
ん
じ
ゃ
？
」

「
こ
の
先
を
見
れ
ば
分
か
る
、
そ
う
言
う
こ
と
で
す
か
？
」

「
そ
う
だ
」

大
佐
が
早
送
り
し
、
画
面
は
警
察
官
達
が
一
斉
に
発
砲
す
る
所
で
再
生
さ
れ
る
。

「
な
っ
！
？
」

「
嘘
だ
ろ
・
・
・
・
・
・
何
百
発
と
銃
弾
を
受
け
て
る
の
に
歩
い
て
る
な
ん
て
」

そ
う
、
画
面
の
中
に
は
ゾ
ン
ビ
の
よ
う
に
彷
徨
う
群
集
が
銃
弾
を
受
け
な
が
ら

も
、
警
官
隊
に
向
か
っ
て
行
く
場
面
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。

や
が
て
、
右
側
が
突
破
さ
れ
警
官
達
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
。
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「
何
て
こ
と
だ
・
・
・
・
・
・
こ
ん
な
事
が
現
実
に
起
こ
る
な
ん
て
」

「
ま
っ
た
く
だ
ぜ
。
　
ま
る
で
Ｂ
級
ホ
ラ
ー
映
画
見
て
る
み
た
い
だ
」

襲
わ
れ
た
警
官
達
は
息
絶
え
、
動
く
者
達
が
居
な
く
な
る
。

す
る
と
、
群
集
は
我
先
に
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
警
官
達
の
死
体
に
『
齧
り
付
い

た
』
。

頭
に
、
腕
に
、
腹
に
、
足
に
齧
り
付
き
、
真
っ
赤
な
血
で
辺
り
一
面
を
染
め
る
。

腸
が
飛
び
散
り
、
喰
い
残
さ
れ
た
眼
球
が
転
が
る
。

高
性
能
カ
メ
ラ
で
撮
ら
れ
た
Ｂ
級
ホ
ラ
ー
映
画
の
よ
う
な
現
実
。
今
に
も
、
吐

き
出
し
た
い
。

「
眼
を
背
け
る
な
。
こ
こ
か
ら
が
重
要
だ
」

大
佐
が
そ
う
言
う
と
同
時
に
、
群
集
の
口
か
ら
何
百
も
の
ヒ
ル
が
出
て
き
て
喰

い
散
ら
か
さ
れ
た
死
体
に
群
が
っ
た
。

「
こ
れ
が
―
―
生
物
兵
器
の
正
体
で
す
か
？
」

「
多
分
、
な
。
こ
の
ヒ
ル
に
寄
生
さ
れ
る
と
ア
ン
テ
ッ
ド
と
な
る
」

「
ア
ン
テ
ッ
ド
？
」

「
あ
ぁ
、
こ
の
群
集
の
事
だ
」

や
が
て
、
一
人
、
二
人
と
死
ん
だ
は
ず
の
警
官
達
が
起
き
上
が
り
、
彷
徨
い
始

め
る
。

喰
い
ち
ぎ
ら
れ
た
は
ず
の
足
に
は
、
新
た
な
筋
肉
が
剥
き
出
し
の
ま
ま
再
生
し
、

腹
か
ら
は
内
臓
が
飛
び
出
た
ま
ま
だ
。
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そ
れ
で
も
、
痛
さ
を
感
じ
な
い
の
か
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
始
め
る
。

「
隊
長
、
今
首
都
は
―
―
東
京
は
ど
う
な
っ
て
る
ん
で
す
か
！
？
」

「
分
か
ら
な
い
。
生
存
し
て
い
る
兵
士
が
戦
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
全

員
寄
生
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
　
今
の
所
、
緊
急
に
張
ら
れ
た
封
鎖
線

に
は
引
っ
か
か
っ
て
い
な
い
」

「
―
―
と
、
言
う
事
は
俺
達
の
出
番
っ
て
事
で
す
よ
ね
？
」

「
そ
う
だ
。
　
鏑
木
少
尉
、
河
内
伍
長
に
命
ず
る
。
首
都
、
『
東
京
』
に
降
下

し
現
状
の
確
認
及
び
生
存
者
を
探
索
せ
よ
。
生
存
者
を
発
見
し
た
場
合
、
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
で
も
保
護
す
る
事
」

「
「
了
解
」
」

俺
と
章
吾
、
二
人
一
斉
に
敬
礼
す
る
。

ど
う
や
ら
、
俺
の
新
年
は
最
悪
な
展
開
に
な
る
事
は
間
違
い
な
い
よ
う
だ
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

Life-Line
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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